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　７月にモンゴルで行われた、第14回世界ジュニア
相撲選手権大会団体戦に出場し、優勝を果たした長内
孝樹さんと、グローバルギャップアワード2016を受
賞し、９月にオランダで行われた授賞式でプレゼンテ
ーションを行った、三浦光貴さん、水木晶統さん、白
川果歩さん、伊藤宗史さん、豊川泰世さん、境谷彩華
さんら五所川原農林高校の生徒の皆さん７名が10月
17日、市長を訪問しました。

　今年度100歳を迎える当市の17名を代表して、10
月17日、当日に満100歳の誕生日を迎えられる丁子谷
サタさん（相内）宅を市長が訪問し、内閣総理大臣から
の祝状と記念品、県知事からの顕彰状が手渡されまし
た。大正５年生まれのサタさんは、現在、長男夫婦と
同居し、子供は８人育て、好きな食べ物は、刺身で特
に好き嫌いはなく肉も食べるとのことでした。90歳
までは、ゲートボールの大会に参加し、畑仕事をして
たくさんの野菜を作って楽しんでいたそうです。

　10月17日から23日まで、秋の火災予防運動が県下
一斉に行われました。消防本部、各消防署では、火災
予防のＰＲのため、街頭防火パレードを行ったほか、
防火ポスター、のぼり旗、立看板等の掲示や車両巡回
広報を実施しました。10月19日には、一日消防官に
任命された鳴海拓斗さん（五高）、長谷川譲司さん（五
農高）、吉田奨さん（五工高）、滝渕友大さん（五商高）、
長内千翔さん（五一高）が副市長を訪問し、家庭および
職場における防火安全対策を呼びかけました。

　10月27日、平成29年度新作大型立佞武多下絵の記
者発表が行われました。新作のタイトルは「纏（まと
い）」で、二度の大火から復興した五所川原の不撓不
屈の精神を火消しの勇壮な姿で表現しています。
　運行通算20台目と節目の立佞武多を制作者する鶴
谷氏は「一人ねぷたを特徴とした構図。大火からの復
興という当時の歴史を知らない世代にも、力強さを伝
えられるようなねぷたにしたい」と話しました。
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防火意識を高めよう

新作立佞武多「纏」下絵発表
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吉田さん、滝渕さん、長内さん
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